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図 3 各観察動作間の 

段差の視認性の関係 
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1. 序論 

段差は住環境の中に広く存在しているが、安全性から

みた降り段差の視認性に関しては、いまだに十分検討さ

れていない。 

前報 1)では、単純な模様をもちその大きさのみが異なる

段表面で構成される試料と、テクスチャーの程度のみが

異なる段表面で構成される試料を用いて、段差の視認性

に与える上下段表面の模様とテクスチャーの密度の影響

を考察するとともに、段差の視認性の定量化に向けて、

知覚限界距離の有効性を検討した結果を報告した。 

そこで本報では、さらに段差の視認性に及ぼす観察動

作の影響を考察するとともに、段差の視認性を定量化す

るための新たな手法を検討した結果を報告する。 

2. 段差の視認性に関する検査 

2-1. 段差試料の設定 

試料は前報と同様の模様試料 9 種類、テクスチャー試

料 9 種類の計 18 種類を用いた。試料の概要を表 1 に、観

察位置から撮影された試料の外観を写真 1 に示す。 

2-2. 観察条件の設定 

用意した段差試料の視認性の良否の程度を尺度化する

ため、前報と同様の暗室内に段差試料を設置し、表 2 に

示す要領で官能検査を行った。「段鼻から水平距離 0.7m

の位置から前後に 1、2 歩程度歩きながら段差を見る」と

いう観察動作を設定した。以降、この動作による観察を

移動観察と呼ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

2-3. 結果と考察 

図 1 と図 2 に、下段の表面の模様・テクスチャーの大

きさと段差の視認性の関係を示す。下段表面の模様また

はテクスチャーが小さい試料、すなわち模様試料群にお

ける試料 1、4、7、テクスチャー試料群における試料 10、

13、16 はそれぞれの試料群内

で段差の視認性が低い傾向

を示した。 

図 3 に前報の静止観察の

結果と合わせた各観察動作

間の段差の視認性の関係を

示す。観察動作が静止でも

移動でも、本研究の範囲内

にではおおよそ段差の視認性

の傾向は似ていることが分

かる。 
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この段差の存在のわかりやすさは、どの程度ですか。

⑥　非常によくわかる ③　ややわかる

⑤　かなりよくわかる ②　かすかにわかる

④　よくわかる ①　まったくわからない

18～20歳の男性10名　(視力:0.8～2.0)

次に示す試料1～18、計18種、段差高さ：20cm

上段：縦40cm×横90cm、下段：縦90cm×横90cm

移動観察

段鼻からの水平距離：0.7m

通路面からの鉛直距離：1.4m

観察窓：縦4cm×横20cm、観察時間：制限なし

光源：色比較・検査用D65蛍光ランプ4灯
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表 2 検査の概要 

写真 1 段差試料の外観の例（観察位置から撮影） 

試料 16 試料 14 試料 7 試料 5 

表 1 試料の概要 
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図 4 知覚限界距離の上下

段の積と段差の視認性の

関係（静止観察） 

写真 2 模様（大）におけるぼかし処理前後の画像 

ぼかしなし 限界ぼかし量 6.25 (cm) 

図 6 限界ぼかし量の上下

段の積と段差の視認性の

関係（静止観察） 

（静止観察） 

図 7 限界ぼかし量の上下

段の積と段差の視認性の

関係（移動観察） 

3.段板の見えのわかりやすさに関する検査 

3-1. モニター検査の概要 

前報では模様試料群とテクスチャー試料群の段差の視

認性を同一の数量で考察することを目的として、模様ま

たはテクスチャーを知覚できる限界の距離を「知覚限界

距離」と定義し、その有効性を検討した。しかし、屋外

で行う知覚限界距離の測定は場所や時間帯や天候の制限

を受けるため、再現性のある検査は困難である。そこで

本報では、視距離の増大にともない表面が次第に一様に

なってぼやけて見えることに着想を得て、代替的方法と

して、モニターに表示した画像の模様やテクスチャーを

知覚できる限界のぼかし処理（ガウシアンフィルタ半径）

を求める手法の有効性を検討することとした。 

検査では、46 インチディスプレイに、前報において知

覚限界距離を求める検査で使用した大きさの異なる市松

模様 3 種類とパイル密度の異なるカーペット 3 種類の、

計 6 種類の上段面試料の画像を実寸大（実寸 1cm はモニ

ター上で約 20pixel）で表示し、表 3 の要領で官能検査を

行った。ぼかし処理はガウシアンフィルタによる平滑化

手法で、知覚できる限界のフィルタ半径を実寸大に換算

した値（以降、限界ぼかし量と呼ぶ。）を求めた。写真 2

に模様（大）におけるぼかし処理前後の画像を示す。 

3-2. 結果と考察 

図 4 と図 5 に各観察動作における知覚限界距離の上下段

の積と段差の視認性の関係を、図 6 と図 7 に各観察動作

における限界ぼかし量の上下段の積と段差の視認性の関

係を示す。知覚限界距離と限界ぼかし量は似たような傾

向を示しており、模様やテクスチャーの種類によらず、

それらの大きさの程度を示す代替量としての限界ぼかし

量の有効性がうかがえる。限界ぼかし量の上下段の積と

段差の視認性にはおおよその対応関係が見られ、本研究

の範囲では、限界ぼかし量の上下段の積により段差の視

認性の良否の程度をおおむね表示できることが分かる。

また、静止観察と移動観察を比較した場合、それぞれ知

覚限界距離と限界ぼかし量の上下段の積と段差の視認性

の関係は、移動観察のほうが良い対応関係がみられる。 

4. 結論 

本報では、移動観察において下段の模様やテクスチャ

ーが小さいと段差の視認性は低くなることと、静止観察

と移動観察では段差の視認性の傾向はおおよそ似ること

を明らかにした。また、段差の視認性の定量化に向けて、

知覚限界距離に代わる新たな数量として、モニターに段

板試料画像を表示して行う官能検査により得られる限界

ぼかし量の有効性を検討した。 
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検査項目 段板の見えのわかりやすさ
検査手法 極限法

提示する画像のぼかし具合を変化させていき、
段板表面の模様の存在がちょうどわからなくなる
ぼかし具合の画像を選んでください。

検査員 19～29歳の男女13名

段差の視認性の検査に使用した上段面：40×90 cm

市松模様3種、カーペット3種

モニター上での試料サイズ：875×2000 pixel

出力媒体 46インチフルHDディスプレイ

平滑化手法 ガウシアンフィルタ
画面から水平距離；1.7～1.8m

床から鉛直距離：1.3m前後

照明条件 蛍光灯（室内照度 350～780lx）

質問内容

試料概要

観察距離

表 3 モニター検査の概要 

図 5 知覚限界距離の上下

段の積と段差の視認性の

関係（移動観察） 
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